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③ 那覇市の下水道のようす（汚
お

水
すい

と雨
う

水
すい

について）
　1935年（昭和10年）に約15キロメートルの下水道が造

つく

られましたが、第
だい

２
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

により施設が壊
こわ

されたためあまり使用できませんでした。
　戦

せん

後
ご

、急
きゅう

激
げき

に人
じん

口
こう

が増
ふ

えましたが汚水を処理する設備が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

だったため、河
か

川
せん

へのごみの不
ふ

法
ほう

投
とう

棄
き

や
生活で出る汚水などで、河川の水がどんどん汚れていきました。
　また、大雨が降るたびに河川は氾

はん

濫
らん

し深
しん

刻
こく

な浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

をもたらしました。
　1965年（昭和40年）７月那覇市で最初の下

げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

（汚水）が若
わか

狭
さ

、辻
つじ

地
ち

区
く

で開
かい

始
し

されました。昭和
４４年７月、当時の下水道公社が運営する那覇下水処理場が使用開始したのと同

どう

時
じ

に那覇市の下水道も
開始しました。
　その後

ご

、1972年（昭和47年）５月に本
ほん

土
ど

復
ふっ

帰
き

となり、雨水の下水道も始
はじ

まり、下水道の整
せい

備
び

は急
きゅう

ピッチで進
すす

み、今
いま

では那覇市で下水道が使える割
わり

合
あい

は汚水は約90％、雨水は約48％になっています。なお、那覇市の下水
道計画面

めん

積
せき

は約3,895ヘクタール、汚水整備面積約3,510ヘクタール、雨水整備面積約1,887ヘクタール
です。  （平成27年度末現在）

　那覇市の下水道施設の主なものとしては、赤
あか

嶺
みね

汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場、具
ぐ

志
し

汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場の2か所の
汚水中継ポンプ場があります。（曙

あけぼの

、住
すみ

吉
よし

、奥
お

武
うの

山
やま

、古
こ

波
は

蔵
ぐら

の４か所のポンプ場は沖縄県の施設です。）
　汚水は高いところから低いところへ流れる力で自

し

然
ぜん

に流
なが

れるようになっていますが、浄化センターに送
るまでの間

あいだ

には自然に流れない低
ひく

いところもあります。そこで中継ポンプ場で汚水を高いところまで押
お

し
上げて浄

じょう

化
か

センターまで流れるようにします。
　また中継ポンプ場より規

き

模
ぼ

の小さいマンホールポンプ場が８か所あります。

下水道（汚水）について

●那
な

覇
は

浄
じょう

化
か

センター（沖縄県施設）

●赤
あか

嶺
みね

汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場

●具
ぐ

志
し

汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場

上図の みどり色 の区
く

域
いき

で下水道（汚水）が使えます。
また、赤い線は主

おも

な下水道管（汚水管）を表
あらわ

していて、道路
の下などに埋

う

められて市内を張
は

り巡
めぐ

らされています。
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　排水路は立ち入り禁
きん

止
し

です。ほとんどの排水路には柵
さく

が設
せっ

置
ち

されていて入
はい

れ
ないようになっています。
　天

てん

気
き

が良
よ

くても排水路の上
じょう

流
りゅう

で局
きょく

地
ち

的
てき

な大雨が降
ふ

ると、急
きゅう

に流れが早くなり増
ぞう

水
すい

する恐
おそ

れもあります。（河川の一
いち

部
ぶ

には水に親
した

しむという目
もく

的
てき

で開
かい

放
ほう

していると
ころもありますが、そのような河川に入る時でも天

てん

候
こう

などに気を付けましょう。）

●久
く

茂
も じ

地川

●ギブンジャー川（排水路）

●古
こ

波
は

蔵
ぐら

雨水ポンプ場（平成20年度完
かんせい

成）

●小
お

禄
ろく

１
いちごう

号幹
かんせん

線（排水路） 小禄１号幹線

久茂地川

ガーブ川 ギブンジャー川

主な河川や排水路

河川や排水路　　　　　　排水区域　※排水路でも川と名前が付いている場合があります。

　街
まち

に降
ふ

った雨は雨水ますや道路の側
そっ

溝
こう

から、地
ち

下
か

に埋
う

まった雨
う

水
すい

管
かん

、排
はい

水
すい

路
ろ

などを通して河川や海に流します。
　雨水を河川や海へ流しだすために「排水路」と言

い

う水のとおり道が
あります。排水路は側溝のようなものや川のように地

ち

表
ひょう

を流れるも
の、地下に埋まった雨水管もあります。
　那覇市では効

こう

率
りつ

よく雨水を排
はい

水
すい

できるように市内を１７の区
く

域
いき

に分
けています。（下の図の赤い線

せん

で囲
かこ

んだ区域）
　古

こ

波
は

蔵
ぐら

地域では土
と

地
ち

が低いため、よく浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

があったので、雨水
管を整

せい

備
び

したり雨水ポンプ場を設
せっ

置
ち

しました。

下水道（雨水）について

道路の側溝

河川や排水路へ

雨水管（実
じっ

際
さい

は地
ち

下
か

に
埋
う

められています）

上下水道局から皆さんへのお願いです！

危
き

険
けん

ですので河川や排水路の中に入ってはいけません。

●ガーブ川（排水路）

河川や排水路へ 側溝

 

雨
水

 

マ
ン
ホ
ー
ル

 雨水ます

雨水管


